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Ｅ.Ｔ.Ｃ. 「教育をタイムリーにチェンジする」

希望研修の追加募集があります

５月末に決定通知を送信させ
ていただきました。多数のお申
込みをいただき，ありがとうご
ざいました。

9月末まで追加募集の受付を
します。ぜひお申込みください。

①センターHPトップページ
の希望研修をクリック

お申込み手順の概要

•決定通知に同封した，追加
募集講座一覧をご覧ください。
（センターホームページから
もダウンロードできます。）

募集講座を
確認する

•受講希望講座を選んでいた
だき，申込希望のある旨，教
頭先生にお伝えください。

受講希望
講座を選ぶ

•追加募集申込システムと追加
募集申込の手引をダウンロー
ド＊いただき，CSVファイルにて
お申し込みください。

センターに
申し込む

*必ず追加募集申込システムをお使いください。

②ファイルをダウンロード
して申込データ作成

これらのファイルです。
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「学力向上」に向けた学校での取組に、過去の P調査 C調査（以下 PC調査）を活用してみませ

んか。本年度から、県下一斉の PC調査の実施はありませんが、学校独自で過去の PC調査の問題

を活用して、授業改善に役立てることができます。総合教育センターのＨＰから過去の問題と解

答等がダウンロードできます。ぜひご活用ください。 

学力向上に向けた学校づくりに 

過去の P 調査・C 調査を活用してみませんか
過去８年間の問題がダウンロードできます 

長野県総合教育センター

11 月頃に C 調査を実施
し、成果の検証をする

P 調査を実施し、結果から
課題を特定し、学校として
の改善プランを立てる

「学びの広場」をご活用ください！ 
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「レビュー問題 小１算数～中３数学」 
小単元ごとの見とどけや家庭学習での活用を！ 

算数では，学習内容の定着を図るために副教材を使っています。いろいろな問題を 

子どもたちに解いて欲しいけど，市販の問題集をコピーして子どもに配るわけには 

いかないし…。どこかに無料で使える問題がないかなぁ？ 

私，知ってる！ 総合教育センターの Web ページにある「レビュー問題」！ 

小 1 から中 3 まですべての学年で，算数の教科書の小単元に沿って学習内容の定着を確認

できる問題があるよ。長野県内の算数数学の先生方が協力して作った問題なんだって。当然，

無料でダウンロードできるの。最近，小学校５・６年と中学校１年の解答ページに，解説も 

ついたんだよ。 

そうなんだ。単元のまとめの時間や家庭学習で使えそうだね。さっそく，総合教育 

センターの Web ページを開いてみるね。

ダウンロードのやり方は… 

・各学年ですべての小単元を網羅し，問題が作成されています。すべての問題に解答シートがついています。 

・用語や計算等の知識・技能だけでなく，判断したり説明したりする問題を多く盛り込んだ構成に

なっています。

項をクリックす

ると… 

■教育情報 ◆学びの広場

総合教育センター トップページ 

◆レビュー問題

これはいいなぁ。さっそく，明日から使って 

みます。他の先生にも紹介したいな。 
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単元をつくろう② 理科 編 

トモニ先生

つなぐ先生 

理科の授業では，やっぱり実験や観察を大切にしたいのだけど，

どのように単元を構想したらいいのかな？ 

 単元のはじめに，既習の内容や生活経験を基に結果を予想して

追究できるような学習活動を位置付けてから実験や観察に入るこ

とが大切です。このことが，単元のまとまりとして，追究の見通し

をもつことにつながります。 

例えば「水のあたたまり方」（小４）の小単元では・・・ 

【願いをもつ】 
既習の内容や

生活経験を基に
予想する場を位
置付けることに
より，「こうし
たらどうなるの
かな」「もっと
こうしたい」な
どといった，子
どもの疑問や願
いが生まれま
す。 

【追究する】 
みそ粒の動き

に着目し，水の
温まり方を図に
表すことで，よ
り科学的な概念
を形成すること
につながりま
す。 

【振り返る】 
みそ粒が動く

のは水が動くか
らだという関係
性から，うどん
やそばをゆでる
ときに鍋の中で
は真ん中に向か
って動くことな
どと結び付け，
身近な自然の事
物・現象を説明
する場面を位置
付けましょう。 

◆既習の金属の
温まり方と比べ
るなど，既習の
内容と比較させ
ることで，金属
と水の温まり方
の違いに目を向
けて考察してい
くことができま
す。

◆どのような見
方・考え方を働
かせて，課題を
解決していくの
か，大事なポイ
ントを絞ってみ
ましょう。この
小単元の場合，
みそ粒が動くの
は，水が動いて
いるからだとい
う関係性を捉え
させていきま
す。
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教職教育部より 

 

《受講者のふり返りから》 

・身に付けてほしい力や姿は、まず教師自身が自ら実践すること。正解のない問いに対して、生徒と共に学び、

考える教師になることが大切であると感じた。

・生徒を叱ってしまう原理が「こうあるべき」という教師の価値観にあるという講義をお聞きして、とても共感

した。実際に叱るには、ルールだから叱るのではなく、どういう人になってほしいからという明確な理由をも

って生徒に話していきたい。�

・「子どもは教師が本気かどうか見抜く」「知ろうとすること抜きに子どもを愛することはできない」ということ

が響いた。 

「自ら機会を作りだし、機会によって 

自らを変えることを大事にしてほしい」 

原山隆一教育長 

教科別の話合いの様子 

義初研 「初任研スタート研修」 平成30 年４月 17日（火）実施 

高初研 「教科指導基礎研修Ⅰ」 平成30 年４月 24日（火）実施 

286 名が一堂に会し、初任研がスタートしました。教育公務員に求められる資質及び使命、学級づくり・

授業づくりの基礎・基本などについて研修しました。 

【内容】 
１ 挨拶 長野県総合教育センター 西條 浩章 所長 
２ 講話  「長野県の教師として期待すること」 

原山 隆一 教育長 
３ 講義  「教員としてのあり方」 

（株）コミュニケーションズ・アイ 
 伊藤かおる 代表取締役 

４ 講義  「コンプライアンスと服務の基本」  
義務教育課 濱野 久 主幹指導主事 

５ 講義  研修体系と初任者研修」 教職教育部 依田 学 専門主事 
６ 講義  「学級づくり授業づくりの基礎・基本Ⅰ」 

  教学指導課 義務教育指導係 賜 正俊 係長 
７ 分散会 「学級づくり授業づくりの基礎・基本Ⅰ」 

「生徒のもっているものの中にあるいいものを引き出していく」、「評価によって資質・能力を伸ばす、これか

らはそういう評価を目指さなければならない」という教育のあり方について理解を深めました。午後は、教科

指導の基礎・基本を学ぶとともに、今ある課題について教科別にグループで話合いました。 

【内容】 

１ 講義  「授業と評価の一体化 

～一枚ポートフォリオ評価法を例に～」 

    山梨大学 堀 哲夫 副学長 

２ 研究協議 

「学習指導要領と教科指導の基本(授業のあり方)」 

３ 全体会  協議内容を教科グループごと発表 

《受講者のふり返りから》 

・評価によって資質・能力を育成するという考え方

は、自分にとって新しい気付きだった。つい生徒は

知識の無い状態だと考えてしまっていたが、知識・

イメージがあり、それらが授業の中でどのように

変化したかを可視化することで、授業改善や資質・

能力の育成につながると感じた。

・指導主事の先生自身が楽しんで授業を行っている

点やICTを取り入れている点、グループワークを積

極的に取り入れている点など真似したい授業でし

た。自分の授業が導入と終わりの結びつきがなかっ

たことに模擬授業をみて気付き、課題に感じた。

・「間違いは宝だ」という言葉はその通りだと感じた。

自身の学校の生徒が間違いを極度に嫌がる部分が

あるため、間違えてもよい空気を作りたい。 

-5-


	02_PC調査問題しののめ６月＿追加
	03_レビューチラシ(30しののめ６月)
	05_しののめ教職教育部（2018年6月）0530 修正
	04_単元をつくろう②（理科）完成版
	ADP9C76.tmp
	スライド番号 1




